
2026年6月16日 分析結果更新

浅部。 反復。
選定した新規の孔単位区間12件。表示区間はすべて地表から開始。

地表基準の掘削区間 · 空間的位置ではなくTREO順
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選定結果の基礎となる253孔データセット

253 掘削孔

原掘削区間試料1,856 m

延長加重平均

3,640 ppm TREO 800 ppm MREO

孔単位コンポジット

94 ≥4,000 ppm TREO · 826 m

17 ≥7,000 ppm TREO · 163 m

表示区間は連続する原掘削区間試料の延長加重コンポジットで、各孔口地表に揃えている。

数値はヘッド品位分析値。10,000 ppm = 1.0%。棒は掘削区間長を示し、真厚は未確定。MREO = Nd₂O₃ + Pr�O₁₁ + Dy₂O₃ + Tb₄O�。

出典：Magnes Rare Earths · 16.06.2026 · 表1 · 分析：SGS Geosol · QP：Leonardo Deringer Fraga, P.Geo.


